
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　条

　例 

○
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る 

　手
数
料
等
の
免
除
、
納
入
期
限
の
延
長
等
に
関
す
る
条
例
及
び
令
和
元
年
台
風 

　第
十
九
号
等
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料
等
の
免
除
に
関
す
る 

　条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                                                   

一 

○
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                       

二 

○
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る 

　条
例                                                                       

二 

○
福
島
県
一
般
旅
券
発
給
申
請
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                     

四 

○
福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
条 

　例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                                                     

四 

○
福
島
県
保
護
施
設
等
の
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部 

　を
改
正
す
る
条
例                                                             

四 

○
福
島
県
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

　条
例                                                                       

五 

○
福
島
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め 

　る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                                                 

五 

○
福
島
県
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
求
償
権
に
係
る
回
収
納
付 

　金
を
受
け
取
る
権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                     
五 

○
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
使
用
料
条
例                                         

五 

○
福
島
県
農
地
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

　条
例                                                                       

六 

○
福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
四
の
規
定
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に 

　関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                                             

六 

○
福
島
県
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例 

　に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                                           

七 

○
福
島
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                                   

七 

○
福
島
県
道
路
交
通
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例                         

七 
 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

条

　
　例 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料
等
の
免
除
、

納
入
期
限
の
延
長
等
に
関
す
る
条
例
及
び
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
等
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対

す
る
手
数
料
等
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
、
福
島
県
一
般
旅
券
発
給
申
請
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

福
島
県
保
護
施
設
等
の
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福

島
県
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島

県
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
求
償
権
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利
の
放
棄

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
使
用
料
条
例
、
福
島
県
農

地
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
租
税
特
別
措
置
法

第
七
十
条
の
四
の
規
定
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
福
島
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
福
島
県
道
路
交
通
法
関
係
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

　
　令
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

福
島
県
条
例
第
八
十
号 

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料

等
の
免
除
、
納
入
期
限
の
延
長
等
に
関
す
る
条
例
及
び
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
等
に

基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料
等
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

（
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料
等
の
免
除
、

納
入
期
限
の
延
長
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条

　平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料
等
の

免
除
、
納
入
期
限
の
延
長
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
福
島
県
条
例
第
六
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
一
の
二
の
項
及
び
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

　削
除
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別
表
第
一
の
四
の
項
中
「
九
の
項
」
を
「
七
の
項
」
に
改
め
、
同
表
五
の
項
中
「
十
五
の
項
」
を

「
十
三
の
項
」
に
改
め
、
同
表
五
十
五
の
項
及
び
五
十
六
の
項
中
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」
を
「
第

一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」
に
改
め
る
。 

（
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
等
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料
等
の
免
除
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条

　令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
等
に
基
づ
く
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
手
数
料
等
の
免
除
に
関
す

る
条
例
（
令
和
元
年
福
島
県
条
例
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
二
の
項
中
「
九
の
項
」
を
「
七
の
項
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
十
五
の
項
」
を
「
十
三

の
項
」
に
改
め
、
同
表
十
一
の
項
、
十
二
の
項
及
び
十
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

十
一

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三

　削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
表
百
八
の
項
及
び
百
九
の
項
中
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」
を
「
第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」

に
改
め
る
。 

附

　則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
（
別
表
第
一
の
五
十
五
の
項
及
び
五

十
六
の
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
の
規
定
及
び
第
二
条
（
別
表
百
八
の
項
及
び
百
九
の
項
の
改
正
規

定
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
令
和
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総

　務

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
八
十
一
号 

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
一
条
第
十
項
第
四
号
中
「
職
業
」
を
「
安
定
し
た
職
業
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
各
号
列
記

以
外
の
部
分
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
退
職
手
当
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」
を
「
雇
用

保
険
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
係
る
就
業
促
進
手
当
に
つ
い
て
同
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
を
支
給
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
数
に
相
当
す
る
」
に
改
め
、
同
項
各

号
を
削
る
。 

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
二
号
、
第
十
六
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
第
一
号
、

第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
十
九
条
第
四
項
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
一
項
中
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

（
施
行
期
日
） 

１

　こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び

第
五
項
第
二
号
、
第
十
六
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
並
び

に
第
十
九
条
第
四
項
の
改
正
規
定
は
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２

　こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い

う
。
）
第
十
一
条
第
十
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
退
職
職
員
（
退
職
し
た
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
）
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
安
定
し
た
職
業

に
就
い
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
退
職
職
員
で
あ
っ
て
同
日
前
に
職
業
に
就
い
た
者
に
対
す
る
就
業

促
進
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３

　刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の

施
行
前
に
犯
し
た
禁
錮
以
上
の
刑
（
死
刑
を
除
く
。
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
つ
き
起
訴
を
さ
れ

た
者
は
、
新
条
例
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
並
び
に
第
十
九
条
第
四
項
並
び
に
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
九
条
第
三

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
拘
禁
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
つ
き
起
訴
を
さ
れ
た
者
と
み
な

す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
八
十
二
号 

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例 

（
示
威
行
進
及
び
多
衆
の
参
加
す
る
公
然
の
示
威
運
動
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
） 

第
一
条

　次
に
掲
げ
る
条
例
の
規
定
中
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

一

　示
威
行
進
及
び
多
衆
の
参
加
す
る
公
然
の
示
威
運
動
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
福
島
県

条
例
第
十
五
号
）
第
五
条 

二

　福
島
県
統
計
調
査
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
及
び

第
十
四
条 

三

　福
島
県
押
売
り
等
防
止
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
福
島
県
条
例
第
三
十
七
号
）
第
四
条 

四

　福
島
県
自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
福
島
県
条
例
第
五
十
五
号
）
第
四
十
一
条
及
び

第
四
十
二
条 

五

　福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号
）
第
三
十
四
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で 

六

　福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
昭
和
六
十
一
年
福
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
二
十
八
条
の
二 

七

　拡
声
機
に
よ
る
暴
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
年
福
島
県
条
例
第
四
十
四
号
）
第
十

一
条
第
一
項 

八

　遊
泳
者
及
び
プ
レ
ジ
ャ
ー
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
事
故
防
止
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
福
島

県
条
例
第
八
十
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項 

九

　福
島
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
八
年
福
島
県
条
例
第
三
十
二
号
）
第
百
条

及
び
第
百
一
条 
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十

　福
島
県
青
少
年
に
よ
る
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
営
業
の
利
用
を
助
長
す
る
行
為
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
（
平
成
八
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
第
十
八
条
第
一
項 

十
一

　福
島
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
五
号
）
第
三
十
九
条 

十
二

　福
島
県
迷
惑
行
為
等
防
止
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
九
十
号
）
第
十
一
条
第
一

項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項 

十
三

　福
島
県
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
群
の
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
福

島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
五
十
四
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で 

十
四

　福
島
県
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
福
島
県
条
例
第
十

七
号
）
第
六
十
八
条
か
ら
第
七
十
条
ま
で 

十
五

　福
島
県
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
福
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第

四
十
一
条
及
び
第
四
十
二
条 

十
六

　福
島
県
暴
走
族
等
根
絶
条
例
（
平
成
十
六
年
福
島
県
条
例
第
五
十
一
号
）
第
二
十
条 

十
七

　福
島
県
ピ
ン
ク
ビ
ラ
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
福
島
県
条
例
第
百
三
十
八
号
）

第
九
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項 

十
八

　福
島
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
三
年
福
島
県
条
例
第
五
十
一
号
）
第
三
十
九
条
第
一

項
及
び
第
二
項 

十
九

　福
島
県
行
政
不
服
審
査
会
条
例
（
平
成
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条 

二
十

　福
島
県
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
福
島
県
条
例
第
六
十
九
号
）

第
十
五
条
及
び
附
則
第
三
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で 

二
十
一

　福
島
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
令
和
四
年
福
島
県
条
例
第

八
十
四
号
）
第
六
十
一
条
か
ら
第
六
十
三
条
ま
で 

二
十
二

　福
島
県
ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
福
島
県
条
例
第
十
七
号
）
第
十
七

条 

二
十
三

　福
島
県
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
令
和
六
年
福
島
県
条
例
第
一
号
）

第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
） 

第
二
条

　次
に
掲
げ
る
条
例
の
規
定
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

一

　職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
号
）
第
十
七
条
の
二
第
三
号

及
び
第
四
号
並
び
に
第
十
七
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一
号 

二

　福
島
県
蚕
業
技
術
員
登
録
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
島
県
条
例
第
六
十
五
号
）
第
四
条
第
一
号 

三

　福
島
県
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
（
昭
和

四
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
四
号
）
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
十
六
条

第
三
項
第
一
号
、
第
五
項
第
一
号
及
び
第
十
項 

四

　福
島
県
立
病
院
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平

成
十
五
年
福
島
県
条
例
第
九
十
九
号
）
第
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
二
十
三

条
第
三
項
第
一
号
、
第
五
項
第
一
号
及
び
第
十
項 

（
県
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条

　県
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
二
年
福
島
県
条
例
第
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
五
条
の
二
並
び
に
第
五
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
第
一
号
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改

こ

め
る
。 

（
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条

　職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

第
六
条
第
一
項
中
「
禁
錮
又
は
懲
役
の
刑
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

こ

（
福
島
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条

　福
島
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
福
島
県
条
例
第
六
十 

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
八
条
第
一
項
中
「
禁
錮
又
は
懲
役
の
刑
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

こ

（
福
島
県
職
員
恩
給
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
六
条

　福
島
県
職
員
恩
給
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
島
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
の
刑
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
、
同
条
第
二 

こ

項
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

こ

第
二
十
三
条
第
三
号
及
び
第
三
十
一
条
第
二
号
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
七
条
中
「
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
禁

錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
一
条
第
一
項
中
「
禁
錮
以
上
」
を
「
拘
禁
刑
以
上
」
に
、
「
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
」
を

こ

こ

「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

（
福
島
県
立
自
然
公
園
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
七
条

　福
島
県
立
自
然
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
福
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

第
二
十
四
条
第
三
項
第
四
号
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
七
条
ま
で
の
規
定
中
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

（
福
島
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
八
条

　福
島
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
福
島
県
条
例
第
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
一
条
第
二
号
中
「
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

こ

（
福
島
県
砂
防
指
定
地
等
管
理
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
九
条

　福
島
県
砂
防
指
定
地
等
管
理
条
例
（
平
成
十
五
年
福
島
県
条
例
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
六
条
中
「
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

こ

（
福
島
県
特
定
再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
条

　福
島
県
特
定
再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
（
令
和
六
年
福
島
県
条
例

第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
八
条
第
一
項
第
二
号
ウ
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条
中
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。 
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附

　則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条

　こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
罰
則
の
適
用
等
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
二
条

　こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。 

第
三
条

　こ
の
条
例
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
し
て
、
他
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
、
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
又
は
改
正
前
若
し
く
は
廃
止
前
の
条
例
の
規

定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
罰
則
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
罰
則
に
定
め
る
刑
に
刑
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
旧
刑
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役
（
有
期
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
懲
役
」
と
い
う
。
）
、
旧
刑
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」
と
い

う
。
）
（
有
期
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
旧
刑
法
第
十
六
条
に
規
定

す
る
拘
留
（
以
下
「
旧
拘
留
」
と
い
う
。
）
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
刑
の
う
ち
懲
役
又
は
禁
錮

は
そ
れ
ぞ
れ
の
刑
と
長
期
及
び
短
期
を
同
じ
く
す
る
有
期
拘
禁
刑
と
、
旧
拘
留
は
長
期
及
び
短
期
を

同
じ
く
す
る
拘
留
と
す
る
。 

（
人
の
資
格
等
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
四
条

　拘
禁
刑
又
は
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
者
に
係
る
他
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
、
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
又
は
改
正
前
若
し
く
は
廃
止
前
の
条
例
の
規
定

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
人
の
資
格
に
関
す
る
条
例
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
無
期
拘
禁
刑

に
処
せ
ら
れ
た
者
は
無
期
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
、
有
期
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
刑
期
を
同

じ
く
す
る
有
期
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
、
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
刑
期
を
同
じ
く
す
る
旧
拘
留

に
処
せ
ら
れ
た
者
と
み
な
す
。 

第
五
条

　刑
法
等
一
部
改
正
法
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
刑
法
改
正
関
係
法
」

と
い
う
。
）
並
び
に
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
犯
し
た
禁
錮
以
上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
つ
き

起
訴
を
さ
れ
た
者
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
次
項
に
お

い
て
「
新
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
三
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及

び
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
県
議
会
の

議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
議
員
報
酬
条
例
」
と
い
う
。
）

第
五
条
の
三
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
拘
禁
刑
以

上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
つ
き
起
訴
を
さ
れ
た
者
と
み
な
す
。 

２

　刑
法
等
一
部
改
正
法
及
び
刑
法
改
正
関
係
法
並
び
に
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
犯
し
た
禁
錮
以
上
の

刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
つ
き
起
訴
を
さ
れ
た
者
が
、
当
該
起
訴
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
新
給
与
条
例
第
十
七
条
の
三
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
及
び
新
議
員
報
酬
条
例
第
五
条
の
三
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
拘
禁
刑
以
上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
つ
き
起
訴
を
さ
れ
た
者

が
、
当
該
起
訴
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
と
み
な
す
。 

３

　刑
法
等
一
部
改
正
法
及
び
刑
法
改
正
関
係
法
並
び
に
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
犯
し
た
禁
錮
以
上
の

刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
つ
き
逮
捕
さ
れ
た
者
は
、
新
議
員
報
酬
条
例
第
五
条
の
三
第
一
項
（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
拘
禁
刑
以
上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い

る
罪
に
つ
き
逮
捕
さ
れ
た
者
と
み
な
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
書
法
務
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
八
十
三
号 

福
島
県
一
般
旅
券
発
給
申
請
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
一
般
旅
券
発
給
申
請
等
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
号
中
「
二
千
円
」
を
「
二
千
三
百
円
」
に
、
「
適
用
」
を
「
規
定
の
適
用
」
に
、
「
四

千
円
）
」
を
「
四
千
三
百
円
）
。
た
だ
し
、
旅
券
法
施
行
規
則
（
令
和
四
年
外
務
省
令
第
十
号
）
第
一

条
第
二
号
の
電
子
手
続
に
よ
り
申
請
等
を
行
う
場
合
に
は
、
千
九
百
円
（
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
三
千
九
百
円
）
。
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
国
際
課
旅
券
室
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
八
十
四
号 

福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
平
成
十
一
年
福

島
県
条
例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
二
中
「
鏡
石
町

　塙
町

　玉
川
村
」
を
「
塙
町
」
に
、
「
富
岡
町

　大
熊
町
」
を
「
富
岡
町
」

に
改
め
る
。 

別
表
第
三
中
「
大
玉
村
」
を
「
大
玉
村

　鏡
石
町
」
に
、
「
石
川
町
」
を
「
石
川
町

　玉
川
村
」
に
、

「
川
内
村
」
を
「
川
内
村

　大
熊
町
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

　こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
然
保
護
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
八
十
五
号 

福
島
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

　福
島
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島
県
条

例
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６

　救
護
施
設
は
、
入
所
者
の
自
立
支
援
を
行
う
た
め
、
入
所
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
各
入
所
者
ご
と

に
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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　第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
更
生
計
画
」
を
「
個
別
支
援
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
項
」

の
下
に
「
及
び
第
六
項
」
を
加
え
る
。 

　第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
更
生
計
画
」
を
「
個
別
支
援
計
画
」
に
改
め
る
。 

附

　則 
　こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
八
十
六
号 

福
島
県
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　福
島
県
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
五
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　第
一
条
第
一
項
の
表
一
の
項
中
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」
を
「
第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」
に
、

「
七
千
七
百
円
」
を
「
二
万
二
千
百
円
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
及
び
三
の
項
中
「
大
麻
草
採
取
栽
培

者
」
を
「
第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」
に
改
め
る
。 

　第
二
条
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

　こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
薬

　務

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
八
十
七
号 

福
島
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十

六
年
福
島
県
条
例
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附
則
第
三
条
中
「
十
年
間
」
を
「
十
二
年
間
」
に
改
め
る
。 

　
　
　附

　則 

　こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
子
育
て
支
援
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
八
十
八
号 

福
島
県
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
求
償
権
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受

け
取
る
権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
求
償
権
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利

の
放
棄
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島
県
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 第

一
条
中
「
再
生
」
の
下
に
「
及
び
新
た
な
事
業
の
創
出
そ
の
他
の
地
域
経
済
の
活
性
化
」
を
加
え

る
。 第

三
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
再
生
」
の
下
に
「
又
は
新
た
な
事
業
の
創
出
そ
の
他
の

地
域
経
済
の
活
性
化
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
一
項
」

に
、
「
第
二
条
第
十
六
項
」
を
「
第
二
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
及
び
第
九
号
中
「
計

画
」
の
下
に
「
又
は
債
務
の
弁
済
に
関
す
る
計
画
」
を
加
え
、
同
項
第
十
号
中
「
準
ず
る
計
画
で
あ
っ

て
、
中
小
企
業
者
等
の
事
業
の
再
生
に
関
す
る
も
の
」
を
「
掲
げ
る
計
画
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
知
事

が
認
め
る
計
画
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
経
営
金
融
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
八
十
九
号 

福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
使
用
料
条
例 

（
目
的
） 

第
一
条

　福
島
県
が
農
業
そ
の
他
の
産
業
の
振
興
の
た
め
に
設
置
す
る
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
使
用
料
を
徴
収
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条

　こ
の
条
例
に
お
い
て
「
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
既
存
の
衛
星
測
位
（
人
工
衛
星
か

ら
発
射
さ
れ
る
信
号
を
用
い
て
す
る
位
置
の
決
定
及
び
当
該
決
定
に
係
る
時
刻
に
関
す
る
情
報
の
取

得
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
付
け
ら
れ
た
移
動
の
経
路
等
の
情
報
の
取
得
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
よ
り
も
高
精
度
な
測
位
を
行
う
た
め
の
補
正
情
報
（
衛
星
測
位
に
よ
り
取
得
し
た
情

報
を
補
正
す
る
た
め
の
情
報
を
い
う
。
）
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。 

２

　こ
の
条
例
に
お
い
て
「
ラ
イ
セ
ン
ス
」
と
は
、
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
権
利

を
識
別
す
る
符
号
を
い
う
。 

（
使
用
の
承
認
） 

第
三
条

　福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
使
用
に
係
る
ラ
イ
セ
ン

ス
ご
と
に
、
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２

　前
項
の
承
認
は
、
年
度
ご
と
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。 

３

　知
事
は
、
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
の
使
用
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
の

承
認
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

４

　知
事
は
、
第
一
項
の
承
認
に
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条

件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。 

５

　第
一
項
、
第
三
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
準
用
す
る
。 

（
使
用
料
） 

第
四
条

　前
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
福
島
県
高
精
度
測

位
シ
ス
テ
ム
使
用
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２

　福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
使
用
料
の
額
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
一
件
に
つ
き
二
万
円
と
す
る
。
た

だ
し
、
同
一
の
使
用
者
が
複
数
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
二
件
目
以
降
の
ラ
イ
セ

ン
ス
に
係
る
使
用
料
の
額
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
一
件
に
つ
き
一
万
円
と
す
る
。 

（
使
用
料
の
免
除
） 

第
五
条

　知
事
は
、
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
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こ
と
が
で
き
る
。 

（
使
用
料
不
返
還
の
原
則
） 

第
六
条

　既
に
納
め
た
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定

め
る
場
合
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
シ
ス
テ
ム
の
一
時
停
止
） 

第
七
条

　知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
の

提
供
を
一
時
的
に
停
止
す
る
も
の
と
す
る
。 

一

　災
害
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。 

二

　工
事
そ
の
他
の
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
の
管
理
の
た
め
や
む
を
得
な
い
事
由
が
生
じ
た

と
き
。 

（
権
利
譲
渡
等
の
禁
止
） 

第
八
条

　使
用
者
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
譲
渡
し
、
又
は
こ
れ
を
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
承
認
の
取
消
し
等
） 

第
九
条

　知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
第
三
条
第
一
項
の
承
認
を
取

り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
若
し
く
は
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は
福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス

テ
ム
の
使
用
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一

　偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者 

二

　福
島
県
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム
の
使
用
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者 

三

　第
三
条
第
四
項
の
条
件
に
違
反
し
た
者 

四

　第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
を
納
入
し
な
い
者 

五

　前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

六

　こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

（
規
則
へ
の
委
任
） 

第
十
条

　こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

附

　則 

　（
施
行
期
日
） 

１

　こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　（
準
備
行
為
） 

２

　第
三
条
第
一
項
の
知
事
の
承
認
に
関
し
必
要
な
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、

同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
業
振
興
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
九
十
号 

福
島
県
農
地
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
農
地
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
福
島
県
条
例
第
百
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
第
十
三
号
中
「
第
五
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
五
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
二

　法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表 

第
二
条
第
十
三
号
中
「
第
五
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
五
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
二

　法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表 

第
三
条
第
十
三
号
中
「
第
五
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
五
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
二

　法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表 

第
四
条
第
十
三
号
中
「
第
五
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
五
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
二

　法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表 

別
表
第
三
中
「
檜
枝
岐
村
」
を
「
下
郷
町

　檜
枝
岐
村
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

１

　こ
の
条
例
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
の
農
地
の
確
保
及
び
そ
の
有
効
な
利
用
を
図
る
た
め
の

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
二
号
）

の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
の
改
正
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。 

２

　別
表
第
三
の
改
正
規
定
の
施
行
の
際
福
島
県
農
地
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
第

三
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有

す
る
も
の
又
は
別
表
第
三
の
改
正
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
法
の
そ

れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て

は
下
郷
町
の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お

け
る
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
下
郷
町
の
長
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
下
郷
町
の
長
に
対
し

て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
業
担
い
手
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
九
十
一
号 

福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
四
の
規
定
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
四
の
規
定
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成

二
十
二
年
福
島
県
条
例
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
三
中
「
檜
枝
岐
村
」
を
「
下
郷
町

　檜
枝
岐
村
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

１

　こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２

　こ
の
条
例
の
施
行
の
際
福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
四
の
規
定
に
係
る
事
務
処
理
の
特

例
に
関
す
る
条
例
本
則
に
規
定
す
る
事
務
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
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六
号
）
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
通
知
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
で
、
こ
の
条
例
の
施
行

の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
お
い
て
は
下
郷
町
の
長
が
通
知
す
る
こ
と
と
な
る
も

の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け
る
租
税
特
別
措
置
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
下
郷
町
の
長
が
し
た
通
知

と
み
な
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
業
担
い
手
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
九
十
二
号 

福
島
県
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
令

和
五
年
福
島
県
条
例
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
一
中
「
田
村
市

　本
宮
市

　川
俣
町

　只
見
町

　矢
吹
町
」
を
「
い
わ
き
市

　白
河
市

　田

村
市

　伊
達
市

　本
宮
市

　桑
折
町

　川
俣
町

　下
郷
町

　只
見
町

　南
会
津
町

　金
山
町

　昭
和
村

　泉
崎
村

　中
島
村

　矢
吹
町

　棚
倉
町
」
に
、
「
小
野
町
」
を
「
小
野
町

　富
岡
町
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
中
「
田
村
市

　本
宮
市

　矢
吹
町
」
を
「
い
わ
き
市

　白
河
市

　田
村
市

　伊
達
市

　本

宮
市

　桑
折
町

　下
郷
町

　南
会
津
町

　泉
崎
村

　中
島
村

　矢
吹
町

　棚
倉
町
」
に
、
「
小
野
町
」

を
「
小
野
町

　富
岡
町
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

１

　こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２

　福
島
県
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
第

一
条
各
号
及
び
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
、

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
前
に
同
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の

行
為
で
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
い
わ
き
市
、
白
河
市
、
伊
達
市
、
桑
折
町
、
下
郷
町
、
南
会
津

町
、
金
山
町
、
昭
和
村
、
泉
崎
村
、
中
島
村
、
棚
倉
町
又
は
富
岡
町
（
以
下
「
い
わ
き
市
等
」
と
い

う
。
）
の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け

る
同
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
い
わ
き
市
等
の
長
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
い
わ
き
市
等
の

長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
業
担
い
手
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
九
十
三
号 

福
島
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
議
会
委
員
会
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
福
島
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

第
二
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２

　前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
委
員
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

委
員
長
が
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
（
委
員
会
又
は
委
員
長
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出

力
装
置
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
そ
の
通
知
の
相
手
方
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
第
二
十
四
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
文
書
」
を
「
文
書
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
文
書
で
」
を
「
文
書
若
し

く
は
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２

　前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
作
成
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
記
録
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理

の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の

規
定
に
よ
る
署
名
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る

措
置
で
あ
つ
て
議
長
が
定
め
る
も
の
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

附

　則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議

　事

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
条
例
第
九
十
四
号 

福
島
県
道
路
交
通
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

福
島
県
道
路
交
通
法
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次 

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
の
表
大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
又
は
準
中
型
自
動
車
免
許
に
係
る
試
験
の
項
中

「
千
五
百
五
十
円
」
を
「
千
六
百
五
十
円
」
に
、
「
千
九
百
円
」
を
「
千
九
百
五
十
円
」
に
、
「
免
許

証
の
更
新
」
を
「
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）

又
は
法
第
九
十
五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
以
下
「
免
許
情
報

記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
に
記
録
さ
れ
た
特
定
免
許
情
報
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定

免
許
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
有
効
期
間
の
更
新
（
以
下
「
免
許
証
等
の
更
新
」
と
い
う
。
）
」

に
、
「
八
百
円
」
を
「
七
百
五
十
円
」
に
、
「
四
千
百
円
」
を
「
三
千
九
百
円
」
に
改
め
、
「
行
う
試

験
」
の
下
に
「
（
以
下
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
六
千
六
百
円
」
を
「
六
千
九
百
円
」

に
改
め
、
同
表
普
通
自
動
車
免
許
に
係
る
試
験
の
項
中
「
千
七
百
五
十
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
、
「
千

九
百
円
」
を
「
千
九
百
五
十
円
」
に
、
「
免
許
証
の
更
新
」
を
「
免
許
証
等
の
更
新
」
に
、
「
八
百
円
」

を
「
七
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
五
百
五
十
円
（
「
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
行
う
試
験
」
を
「
二
千
五
百
円
（
技
能
試
験
」
に
、
「
三
千
三
百
五
十
円
」
を
「
三
千
三
百
円
」 

に
改
め
、
同
表
特
定
第
一
種
運
転
免
許
（
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
、
大
型
自
動
二
輪
車
免
許
、
普
通
自 

動
二
輪
車
免
許
又
は
牽
引
免
許
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
第
二
種
免
許
若
し
く

け
ん

は
牽
引
第
二
種
免
許
に
係
る
試
験
の
項
中
「
千
七
百
五
十
円
」
を
「
千
八
百
五
十
円
」
に
、
「
千
九
百

円
」
を
「
千
九
百
五
十
円
」
に
、
「
免
許
証
の
更
新
」
を
「
免
許
証
等
の
更
新
」
に
、
「
八
百
円
」
を

「
七
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
六
百
円
（
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行

う
試
験
」
を
「
二
千
八
百
円
（
技
能
試
験
」
に
、
「
四
千
五
十
円
」
を
「
四
千
五
百
五
十
円
」
に
改
め
、

同
表
小
型
特
殊
自
動
車
免
許
又
は
原
動
機
付
自
転
車
免
許
に
係
る
試
験
の
項
中
「
千
九
百
円
」
を
「
千

九
百
五
十
円
」
に
、
「
免
許
証
の
更
新
」
を
「
免
許
証
等
の
更
新
」
に
、
「
八
百
円
」
を
「
七
百
五
十
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円
」
に
、
「
千
五
百
円
」
を
「
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
表
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
、
中
型
自
動
車

第
二
種
免
許
又
は
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
試
験
の
項
中
「
千
七
百
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
、

「
千
九
百
円
」
を
「
千
九
百
五
十
円
」
に
、
「
免
許
証
の
更
新
」
を
「
免
許
証
等
の
更
新
」
に
、
「
八

百
円
」
を
「
七
百
五
十
円
」
に
、
「
四
千
八
百
円
（
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
行
う
試
験
」
を
「
四
千
五
百
円
（
技
能
試
験
」
に
、
「
七
千
六
百
五
十
円
」
を
「
七
千
四
百
五

十
円
」
に
改
め
、
同
表
仮
運
転
免
許
に
係
る
試
験
の
項
中
「
千
七
百
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
、
「
千

五
百
五
十
円
」
を
「
千
六
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
九
百
円
（
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
」
を
「
二
千
九
百
五
十
円
（
技
能
試
験
」
に
、
「
四
千
三
百
五
十
円
」
を

「
四
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
の
表
大
型
自
動
車
仮
運
転
免
許
、
中
型
自
動
車
仮
運
転
免
許
又
は
準
中
型
自
動
車
仮
運
転
免

許
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
検
査
の
項
中
「
三
千
九
百
円
」
を
「
三
千
九
百
五
十
円
」
に
、
「
六
千

四
百
円
」
を
「
六
千
九
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
普
通
自
動
車
仮
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
対

す
る
検
査
の
項
中
「
三
千
七
百
五
十
円
」
を
「
三
千
八
百
五
十
円
」
に
、
「
四
千
五
百
五
十
円
」
を
「
四

千
六
百
五
十
円
」
に
改
め
る
。 

第
三
条
の
表
準
中
型
自
動
車
免
許
に
係
る
再
試
験
の
項
中
「
千
九
百
円
」
を
「
二
千
五
十
円
」
に
、

「
四
千
四
百
円
」
を
「
五
千
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
普
通
自
動
車
免
許
に
係
る
再
試
験
の
項
中
「
千

七
百
五
十
円
」
を
「
千
九
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
五
百
五
十
円
」
を
「
二
千
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、

同
表
大
型
自
動
二
輪
車
免
許
又
は
普
通
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
再
試
験
の
項
中
「
千
六
百
五
十
円
」

を
「
千
八
百
円
」
に
、
「
三
千
百
円
」
を
「
三
千
五
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
原
動
機
付
自
転
車
免

許
に
係
る
再
試
験
の
項
中
「
千
円
」
を
「
千
百
円
」
に
改
め
る
。 

第
四
条
中
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
九
十
五
条
の
二
第
十
一
項
」
を
加
え
、
同
条

の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

区

　
　
　
　
　
　
　
　
　分

金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　額

第
一
種
運
転

法
第
九
十
二
条
第
一
項

二
千
三
百
五
十
円
（
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
の
二

免
許
又
は
第

の
規
定
に
よ
る
交
付
を

第
六
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
免
許

二
種
運
転
免

受
け
る
場
合

　
　
　
　
証
等
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
で

許
に
係
る
免

あ
っ
て
、
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
該

許
証

　
　
　

当
し
て
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
も
の
（
以
下

「
特
定
試
験
免
除
者
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
交
付

に
あ
っ
て
は
、
二
千
百
円
（
日
を
同
じ
く
し
て
第
一

種
運
転
免
許
又
は
第
二
種
運
転
免
許
の
う
ち
二
以
上

の
種
類
の
免
許
を
受
け
る
者
（
以
下
「
複
数
免
許
取

得
者
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
交
付
に
あ
っ
て
は
、

二
千
百
五
十
円
（
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
の
二
第

六
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
免
許
証

等
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
で
あ
っ

て
、
特
定
試
験
免
除
者
に
対
す
る
交
付
に
あ
っ
て
は
、

千
九
百
円
）
に
、
与
え
る
免
許
一
種
類
ご
と
に
二
百

円
を
加
え
た
額
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
第
九
十
五
条
の
二
第

二
千
五
百
五
十
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

十
一
項
の
規
定
に
よ
る

交
付
を
受
け
る
場
合

　

仮
運
転
免
許
に
係
る
免
許
証

　
　
　
　
千
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
特
定
免
許
情
報
記
録
手
数
料
） 

第
四
条
の
二

　法
第
九
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
免
許
情
報
の
記
録
又
は
法
第
九
十
五

条
の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
若
し
く
は
法
第
百
六

条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
情
報
記
録
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
の
特
定
免
許
情
報
記
録
手
数
料

を
徴
収
す
る
。 

区

　
　
　
　
　
　
　分

金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　額

特
定
免
許

法
第
九
十
五
条
の
二

千
五
百
五
十
円
（
特
定
試
験
免
除
者
に
対
す
る
記
録
に
あ
っ

情
報
の
記

第
六
項
の
規
定
に
よ

て
は
、
千
三
百
五
十
円
）
（
複
数
免
許
取
得
者
に
対
す
る

録

　
　
　
る
申
出
を
す
る
場
合

記
録
に
あ
っ
て
は
、
千
三
百
五
十
円
（
特
定
試
験
免
除
者

に
対
す
る
記
録
に
あ
っ
て
は
、
千
百
五
十
円
）
に
与
え
る

免
許
一
種
類
ご
と
に
二
百
円
を
加
え
た
額
）

　
　
　
　
　

法
第
百
一
条
の
四
の

八
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
申
出
（
以
下

「
更
新
時
不
交
付
申

出
」
と
い
う
。
）
を

す
る
場
合

　
　
　
　

法
第
九
十
五
条
の
二

千
五
百
円
（
法
第
九
十
二
条
第
一
項
、
第
九
十
五
条
の
二

第
六
項
の
規
定
に
よ

第
十
一
項
若
し
く
は
第
百
一
条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定

る
申
出
及
び
更
新
時

に
よ
る
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

不
交
付
申
出
の
い
ず

の
交
付
又
は
法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許

れ
を
も
し
な
い
場
合

証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
再
交
付
と

同
時
に
記
録
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
）
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免
許
情
報
記
録
の
書
換
え

　
　
　
千
五
百
五
十
円
（
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
及
び
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
有
す

る
者
に
係
る
書
換
え
に
あ
っ
て
は
、
百
円
）
（
複
数
免
許

取
得
者
（
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

及
び
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
有
す
る
者
を
除

く
。
）
に
係
る
書
換
え
に
あ
っ
て
は
、
千
三
百
五
十
円
に

与
え
る
免
許
一
種
類
ご
と
に
二
百
円
を
加
え
た
額
）

　
　

第
五
条
の
表
第
一
種
運
転
免
許
又
は
第
二
種
運
転
免
許
に
係
る
免
許
証
の
項
中
「
二
千
二
百
五
十
円
」

を
「
二
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
表
仮
運
転
免
許
に
係
る
免
許
証
の
項
中
「
千
百
五
十
円
」
を
「
千
五

十
円
」
に
改
め
る
。 

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
免
許
証
等
更
新
手
数
料
） 

第
六
条

　法
第
百
一
条
第
一
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
等
の
更
新
の
申
請

者
か
ら
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
の
免
許
証

等
更
新
手
数
料
を
徴
収
す
る
。 

区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　分

金

　
　
　額

免
許
証
の
有
効

法
第
百
一
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
由
地

二
千
七
百
五
十
円

期
間
の
更
新

公
安
委
員
会
を
経
由
し
て
行
う
更
新
申
請
書
の
提
出
（
以

（
同
時
に
免
許

下
「
経
由
申
請
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合

　
　
　
　

情
報
記
録
の
有

効
期
間
の
更
新

更
新
時
不
交
付
申
出
を
す
る
場
合
（
経
由
申
請
を
す
る

千
三
百
円

　
　
　

を
受
け
る
場
合

場
合
を
除
く
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
除
く
。
）

　
経
由
申
請
及
び
更
新
時
不
交
付
申
出
の
い
ず
れ
を
も
し

二
千
八
百
五
十
円

な
い
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

免
許
情
報
記
録

経
由
申
請
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
法
第
百
一
条
の
二

千
円

　
　
　
　
　

の
有
効
期
間
の

の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
（
以
下
「
経
由
地
書

更
新
（
同
時
に

換
申
出
」
と
い
う
。
）
を
す
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　

免
許
証
の
有
効

期
間
の
更
新
を

経
由
申
請
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
経
由
地
書
換
申
出

千
九
百
五
十
円

　

受
け
る
場
合
を

を
し
な
い
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

除
く
。
）

　
　
経
由
申
請
を
し
な
い
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
百
円

　
　
　

免
許
証
の
有
効

経
由
申
請
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
経
由
地
書
換
申
出

二
千
五
百
円

　
　

期
間
の
更
新
及

を
す
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

び
免
許
情
報
記

録
の
有
効
期
間

経
由
申
請
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
経
由
地
書
換
申
出

二
千
八
百
五
十
円

の
更
新

　
　
　
を
し
な
い
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
由
申
請
を
し
な
い
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
九
百
五
十
円

第
七
条
第
一
項
中
「
法
第
百
一
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請
者
」
を

「
経
由
申
請
を
す
る
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
五
百
五
十
円
」
を
「
経
由
地
書
換
申
出
を
す
る

場
合
は
千
七
百
円
、
経
由
地
書
換
申
出
を
し
な
い
場
合
は
七
百
五
十
円
」
に
改
め
る
。 

第
七
条
の
三
第
二
項
中
「
千
四
百
五
十
円
」
を
「
千
四
百
円
」
に
、
「
千
二
百
円
」
を
「
千
百
五
十

円
」
に
改
め
る
。 

第
七
条
の
四
第
二
項
中
「
三
千
五
百
五
十
円
」
を
「
三
千
六
百
五
十
円
」
に
改
め
る
。 

第
八
条
第
二
項
中
「
千
四
百
円
」
を
「
千
三
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
八
百
五
十
円
」
を
「
三
千
百

円
」
に
改
め
る
。 

第
十
条
第
一
項
の
表
大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
又
は
準
中
型
自
動
車
免
許
に
係
る
技
能

検
定
員
審
査
の
項
中
「
二
万
三
千
四
百
円
」
を
「
二
万
三
千
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
普
通
自
動

車
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
審
査
の
項
中
「
一
万
九
千
五
百
円
」
を
「
一
万
九
千
八
百
円
」
に
改
め
、

同
表
特
定
第
一
種
運
転
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
審
査
の
項
中
「
一
万
四
千
七
百
円
」
を
「
一
万
四
千

四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
、
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
又
は
普
通
自
動

車
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
審
査
で
こ
れ
ら
の
免
許
に
対
応
す
る
第
一
種
運
転
免
許
に
係
る
技

能
検
定
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
も
の
（
以
下
「
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
等

に
係
る
技
能
検
定
員
審
査
」
と
い
う
。
）
の
項
中
「
二
万
千
五
百
円
」
を
「
二
万
二
千
二
百
円
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
の
表
一
の
項
中
「
四
千
円
」
を
「
三
千
八
百
円
」
に
、
「
三
千
五
百
五
十
円
」
を
「
三

千
六
百
五
十
円
」
に
、
「
千
二
百
五
十
円
」
を
「
千
二
百
円
」
に
、
「
四
千
二
百
五
十
円
」
を
「
四
千

四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
六
千
七
百
円
」
を
「
六
千
三
百
五
十
円
」
に
、
「
六
千
百

円
」
を
「
六
千
二
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
百
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
、
「
七
千
四
百
円
」
を
「
七

千
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
五
の
項
中
「
二
千
三
百
五
十
円
」
を
「
二
千
六
百
円
」
に
、
「
千
九

百
円
」
を
「
千
八
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
六
百
五
十
円
」
を
「
二
千
五
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表

六
の
項
中
「
二
千
五
十
円
」
を
「
二
千
円
」
に
、
「
二
千
五
百
五
十
円
」
を
「
二
千
四
百
円
」
に
、
「
三

千
七
百
円
」
を
「
三
千
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
七
の
項
中
「
二
千
五
百
五
十
円
」
を
「
二
千
六

百
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
一
中
「
二
千
三
百
五
十
円
」
を
「
二
千
九
百
五
十
円
」
に
、
「
千
百
円
」

を
「
千
三
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
二
中
「
五
百
円
」
を
「
五
百
五
十
円
」
に
、
「
三
百
円
」

を
「
三
百
五
十
円
」
に
改
め
る
。 

　第
十
二
条
第
一
項
の
表
大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
又
は
準
中
型
自
動
車
免
許
に
係
る
教

習
指
導
員
審
査
の
項
中
「
一
万
四
千
五
百
五
十
円
」
を
「
一
万
五
千
百
円
」
に
改
め
、
同
表
普
通
自
動

車
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
審
査
の
項
中
「
一
万
千
八
百
五
十
円
」
を
「
一
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同

表
特
定
第
一
種
運
転
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
審
査
の
項
中
「
九
千
六
百
五
十
円
」
を
「
九
千
九
百
五

十
円
」
に
改
め
、
同
表
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
、
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
又
は
普
通
自
動
車
第
二
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種
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
審
査
で
こ
れ
ら
の
免
許
に
対
応
す
る
第
一
種
運
転
免
許
に
係
る
教
習
指
導

員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
も
の
（
以
下
「
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
等
に
係
る

教
習
指
導
員
審
査
」
と
い
う
。
）
の
項
中
「
一
万
二
千
四
百
五
十
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
一
の
項
中
「
四
千
円
」
を
「
三
千
八
百
円
」
に
、
「
三
千
五
百
五
十
円
」

を
「
三
千
六
百
五
十
円
」
に
、
「
千
二
百
五
十
円
」
を
「
千
二
百
円
」
に
、
「
四
千
二
百
五
十
円
」
を

「
四
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
二
千
五
十
円
」
を
「
二
千
百
円
」
に
改
め
、
同
表

四
の
項
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千
三
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
五
の
項
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千
三

百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
六
の
項
中
「
千
五
百
円
」
を
「
千
五
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
七
の
項

中
「
二
千
五
百
五
十
円
」
を
「
二
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
一
中
「
二
千
四
百
円
」
を
「
三
千

円
」
に
、
「
九
百
円
」
を
「
九
百
五
十
円
」
に
、
「
千
百
円
」
を
「
千
三
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
八

百
五
十
円
」
を
「
二
千
九
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
二
中
「
百
五
十
円
を
、
普
通
自
動
車
免
許
」

を
「
二
百
円
を
、
普
通
自
動
車
免
許
」
に
、
「
百
五
十
円
を
減
ず
る
」
を
「
五
十
円
を
減
ず
る
」
に
改

め
る
。 

第
十
三
条
第
二
項
中
「
二
千
三
百
五
十
円
」
を
「
二
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
る
。 

第
十
四
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　分

金

　
　
　
　
　
　
　
　額

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
講
習

　
　
講
習
一
時
間
に
つ
き
八
百
五
十
円

　

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
講
習

　
　
講
習
一
時
間
に
つ
き
二
千
四
百
円

　

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
講
習

　
　
講
習
一
時
間
に
つ
き
千
九
百
五
十
円

法
第
百
八
条
の
二

大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車

講
習
一
時
間
に
つ
き
四
千
六
百
五
十

第
一
項
第
四
号
に

免
許
又
は
準
中
型
自
動
車
免
許
に

円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掲
げ
る
講
習

　
　

 

係
る
講
習
（
準
中
型
自
動
車
免
許

に
係
る
講
習
に
あ
っ
て
は
、
普
通

自
動
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に

対
す
る
も
の
に
限
る
。
）

　
　
　

準
中
型
自
動
車
免
許
に
係
る
講
習

講
習
一
時
間
に
つ
き
三
千
八
百
円

　

 

（
普
通
自
動
車
免
許
を
受
け
て
い

る
者
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
）

普
通
自
動
車
免
許
に
係
る
講
習

　
講
習
一
時
間
に
つ
き
三
千
五
十
円

　

法
第
百
八
条
の
二

大
型
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
講

講
習
一
時
間
に
つ
き
四
千
三
百
円

　

第
一
項
第
五
号
に

習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掲
げ
る
講
習

　
　

 

普
通
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
講

講
習
一
時
間
に
つ
き
四
千
二
百
円

　

習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
講
習

　
　
講
習
一
時
間
に
つ
き
千
七
百
五
十
円

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
講
習

　
　
講
習
一
時
間
に
つ
き
三
千
二
百
円

　

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
講
習

　
　
講
習
一
時
間
に
つ
き
千
八
百
五
十
円

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
講
習

　
　
講
習
一
時
間
に
つ
き
九
百
円

　
　
　

法
第
百
八
条
の
二

準
中
型
自
動
車
免
許
に
係
る
講
習

講
習
一
時
間
に
つ
き
二
千
三
百
円

　

第
一
項
第
十
号
に

掲
げ
る
講
習

　
　

 

普
通
自
動
車
免
許
に
係
る
講
習

　
講
習
一
時
間
に
つ
き
二
千
百
五
十
円

大
型
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
講

講
習
一
時
間
に
つ
き
二
千
八
百
五
十

習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
通
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
講

講
習
一
時
間
に
つ
き
二
千
七
百
円

　

習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
動
機
付
自
転
車
免
許
に
係
る
講

講
習
一
時
間
に
つ
き
二
千
五
百
五
十

習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
第
百
八
条
の
二

法
第
九
十
五
条
の
六
第
一
項
の
表

五
百
円
（
公
安
委
員
会
の
使
用
に
係

第
一
項
第
十
一
号

の
備
考
一
の
ロ
に
規
定
す
る
優
良

る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含

に
掲
げ
る
講
習

　
運
転
者
に
対
す
る
講
習

　
　
　
　

 

む
。
以
下
同
じ
。
）
と
講
習
を
受
け

る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と

を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子

情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に

よ
る
講
習
（
以
下
「
オ
ン
ラ
イ
ン
講

習
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
二

百
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
第
九
十
五
条
の
六
第
一
項
の
表

八
百
円
（
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
に
あ
っ

の
備
考
一
の
ハ
に
規
定
す
る
一
般

て
は
、
二
百
円
）

　
　
　
　
　
　
　

運
転
者
に
対
す
る
講
習
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法
第
九
十
五
条
の
六
第
一
項
の
表

千
四
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
備
考
一
の
ニ
に
規
定
す
る
違
反

運
転
者
等
の
う
ち
特
定
基
準
不
該

当
者
（
運
転
免
許
に
係
る
講
習
等

に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年
国
家

公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
（
以
下

「
講
習
規
則
」
と
い
う
。
）
第
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
行
令
第

三
十
三
条
の
七
第
二
項
の
基
準
に

該
当
し
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
で
な
い
も
の
に
対
す
る
講

習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
第
九
十
五
条
の
六
第
一
項
の
表

八
百
円
（
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
に
あ
っ 

の
備
考
一
の
ニ
に
規
定
す
る
違
反

て
は
、
二
百
円
）

　
　
　
　
　
　
　

運
転
者
等
の
う
ち
特
定
基
準
不
該

当
者
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
講
習

法
第
百
八
条
の
二

法
第
七
十
一
条
の
五
第
三
項
に
規

六
千
六
百
円
（
法
第
九
十
七
条
の
二

第
一
項
第
十
二
号

定
す
る
普
通
自
動
車
対
応
免
許
（
以

第
一
項
第
三
号
イ
若
し
く
は
ハ
に
掲

に
掲
げ
る
講
習

　
下
「
普
通
自
動
車
対
応
免
許
」
と

げ
る
者
又
は
法
第
百
一
条
の
四
第
三

い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
に
対

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
あ
っ

す
る
講
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
二
千
九
百
五
十
円
）

　
　
　

普
通
自
動
車
対
応
免
許
以
外
の
免

二
千
九
百
五
十
円

　
　
　
　
　
　
　

 

許
の
み
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す

る
講
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
第
百
八
条
の
二

自
動
車
等
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

一
万
二
千
九
百
円

　
　
　
　
　
　
　

第
一
項
第
十
三
号

と
し
て
講
習
規
則
第
八
条
第
二
項

に
掲
げ
る
講
習

　

 

に
規
定
す
る
装
置
を
含
む
。
）
を

使
用
す
る
指
導
（
以
下
「
実
車
等

指
導
」
と
い
う
。
）
を
含
む
講
習

実
車
等
指
導
を
含
ま
な
い
講
習

　
九
千
三
百
五
十
円

　
　
　
　
　
　
　

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習

　
講
習
一
時
間
に
つ
き
二
千
六
百
円

　

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
講
習

　
講
習
一
時
間
に
つ
き
二
千
百
円

　
　

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
講
習

　
講
習
一
時
間
に
つ
き
二
千
五
十
円

　

第
十
五
条
第
二
項
中
「
九
百
円
」
を
「
千
円
」
に
改
め
る
。 

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
百
四
条
の
四
第
五
項
又
は
第
百
五
条
第
二
項
」
を
「
第
百
五
条
の
二
第
一

項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
千
百
円
」
を
「
千
百
五
十
円
」
に
改
め
る
。 

第
十
八
条
の
二
第
二
項
中
「
千
百
円
」
を
「
千
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。 

（
運
転
経
歴
情
報
記
録
手
数
料
） 

第
十
八
条
の
三

　法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
情
報
の
記
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
か
ら
、
運
転
経
歴
情
報
記
録
手
数
料
を
徴
収
す
る
。 

２

　前
項
の
運
転
経
歴
情
報
記
録
手
数
料
の
額
は
、
九
百
円
（
第
十
八
条
の
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付

又
は
前
条
の
運
転
経
歴
証
明
書
の
再
交
付
と
同
時
に
記
録
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
）
と

す
る
。 

第
十
九
条
第
一
項
中
「
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
」
を
「
講
習
規
則
第
二
条
に
規
定
す
る
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
千
三
百
五
十
円
」
を
「
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
条
第
一
項
中
「
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
」
を
「
講
習
規
則
第
一
条
に
規
定
す
る
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
六
千
四
百
五
十
円
」
を
「
六
千
六
百
円
」
に
、
「
免
許
を
受
け
て
い
る
者
」

を
「
免
許
の
み
を
受
け
て
い
る
者
」
に
、
「
普
通
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
道
路
に
お
け
る
交
通

の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
し
て
施
行
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
」
を
「
法

第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
者
又
は
法
第
百
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
者
」
に
、
「
二
千
九
百
円
」
を
「
二
千
九
百
五
十
円
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
運
転
免
許
課
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